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父
の
背
中
を
見
て
憧
れ
る

　
住
宅
を
は
じ
め
と
し
た
建
築
物
は
、
完
成
後
何
十

年
に
も
わ
た
っ
て
存
在
し
、
人
々
に
使
わ
れ
続
け
ま

す
。「
仕
事
が
形
と
し
て
未
来
に
残
る
こ
と
」
―
―
。

こ
れ
が
建
築
士
の
仕
事
の
魅
力
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
私
が
建
築
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
た
の
は
中
学

生
の
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
建
築
業
を
営
む
父
の

背
中
を
見
て
憧
れ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
金
づ
ち

や
か
ん
な
が
い
つ
も
身
近
に
あ
り
ま
し
た
し
…
。
高

校
の
進
路
選
択
時
に
は
心
に
決
め
て
い
ま
し
た
。

一
番
う
れ
し
い
の
は
お
客
さ
ま
か
ら
の
感
謝
の
言
葉

　
物
置
小
屋
か
ら
超
高
層
ビ
ル
ま
で
、
構
造
に
か
か

わ
ら
ず
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
物
を
設
計
で
き
る

一
級
建
築
士
で
す
が
、
私
の
今
の
仕
事
は
住
宅
の

新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
大
半
の

人
に
と
っ
て
家
は
、「
人
生
最
大
の
買
い
物
」
と
言

わ
れ
、
買
い
直
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
い
い
家
か

ど
う
か
を
左
右
す
る
設
計
の
仕
事
は
責
任
を
伴
う

も
の
の
、
そ
の
分
や
り
が
い
も
感
じ
ま
す
。

　

建
築
に
携
わ
る
仕
事
に
就
く
人
な
ら
、
今
ま
で

手
が
け
て
き
た
建
物
や
工
事
す
べ
て
に
思
い
入
れ

や
愛
着
が
わ
く
も
の
で
、
私
も
も
ち
ろ
ん
そ
の
一

人
。
一
番
う
れ
し
い
の
は
、
完
成
後
に
お
客
さ
ま
か

ら
「
使
い
や
す
い
ね
」「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
、
感

謝
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
と
き
で
す
。
一
つ
の
建
物
を

作
り
上
げ
る
に
は
、
図
面
作
成
以
外
に
も
、
材
料

選
び
か
ら
職
人
さ
ん
の
手
配
、
工
程
管
理
ま
で
様
々

な
仕
事
が
あ
り
、
常
に
先
を
見
据
え
た
「
調
整
力
」

の
よ
う
な
も
の
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
言
葉
を
も

ら
う
と
、
苦
労
が
一
気
に
吹
き
飛
び
ま
す
。

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
が
大
切

　

私
は
平
成
14
年
の
３
月
に
大
学
を
卒
業
し
、
15

年
に
二
級
建
築
士
、
17
年
に
一
級
建
築
士
の
免
許
を

取
得
し
ま
し
た
。
建
築
士
の
免
許
は
学
生
時
代
に
取

得
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
人
と
し
て
建
築
業

に
携
わ
る
こ
と
が
必
要
。
勉
強
は
仕
事
が
終
わ
っ
て

か
ら
で
、
私
は
専
門
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

　

社
会
人
に
な
り
た
て
の
20
代
前
半
は
遊
び
の
誘

惑
だ
ら
け
で
、
そ
れ
を
断
り
続
け
る
毎
日
が
つ
ら

か
っ
た
（
笑
）。「
来
年
こ
そ
は
こ
ん
な
思
い
し
た
く

な
い
！
」
と
い
う
一
心
で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、
あ
る
程
度
経
験
を
重
ね
た
今
は
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
こ
そ
学
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
変
化
し
続
け
る
社
会
で
は
、
常
に
時

代
の
動
き
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

私
も
、
専
門
分
野
の
建
築
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い

ろ
な
分
野
の
勉
強
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
夢
を
叶
え
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

こ
の
仕
事
で
さ
ら
に
大
き
な
夢
を
描
け
る
よ
う
今

後
も
学
び
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

建築士
安
あ ん

藤
ど う

 尚
な お

之
ゆ き さん
（真中）

昭和 54 年朝日町生まれ。日本大学
工学部卒業。一級建築士。福島県
内、山形市内の建設会社を経て、平
成 23 年 3 月に帰郷。父親の政喜さ
んと二人三脚で住まいづくりの仕事
に携わる。34 歳。

「さらに大きな夢を描けるよう、今後も勉強」
▼
一
級
建
築
士
の
免
許

試
験
は
学
科
と
製
図
の
２
段
階
で
毎
年
１
回
実
施
。
難
易
度

は
と
て
も
高
く
、
近
年
の
合
格
率
は
10
％
程
度
。
社
会
人
と

し
て
仕
事
し
な
が
ら
専
門
学
校
に
通
う
受
験
者
も
多
い
。

一級

大谷小跡地の町営住宅建設現場で業者と打ち合わせる安藤さん（左）。

　「苦しくても諦めなけ
れば夢は叶う」――。テレビではよ

く聞く言葉ですが、実際に夢を叶えた人の
話はとても心に響きました。そして皆さん小中

学生、高校生の頃に自分の夢を見つけていたこと
に驚きました。自分もまずはやりたいことを見つけ、
将来こう思える職業に就きたいと思いました。
　「自分の好きな職業だから大変でもがんばれる」と
いう話が心に残っています。仕事を選ぶのは自分だ
けど、仕事を成り立たせるのは人と人のかかわり。
仕事に就く前も就いてからも、いろんな
人とかかわりを持つことが大事だと思

いました。

小林 沙
さ

里
り

愛
あ

さん（大町）

　今回の取材を通じて、
朝日町にもいろんな職業の人がい

ることがわかりました。
　私の夢はまだ見つかってないけど、見つかっ

たら夢に向かって頑張っていきたいです。将来は
自分の好きなこと、得意なことを活かせる職業に就
き、自分の仕事を誇りに思い、他の人に喜ばれるこ
とをしたいと思いました。まずは今、自分がやれるこ
とを一生懸命やりたいです。
　どんな仕事も基本は人と人とのかかわりで、「人
に感謝をすること」が大切だということがわかりま
した。積極的にいろんな人とかかわっ

ていきたいと思います。

布施 真
ま

好
い

さん（助ノ巻）

夢ややりたいことを
見つけ、叶えるに
はどうすればいいの
か。取材を通じて学
んだこと、感じたこ
とをまとめました。

仕事いきいき！瞳キラキラ
～今年の職場体験学習の様子です～

１.カフェ蔵　２.サンクス山形朝日町店　3.（有）近江屋
4.Asahi自然観　5.（有）山形朝日オーストリッチ産業セン
ター 朝日町健康工房「ロイフェン」　6.大谷小学校　7.　
きらやか銀行宮宿支店　8.JAさがえ西村山朝日営農生活
センターアグリ朝日店　９．あさひ保育園　10.宮宿小学校

次の事業所でも生徒の受け入れに協力いただきま
した。ありがとうございました。

（株）ニクニアサヒ、朝日相扶製作所（株）、日東ベ
スト（株）大谷工場、（有）朝日町ワイン、（株）ヒグ
チ、セブン - イレブン宮宿店、西五百川小学校、
特別養護老人ホームふれあい荘、グループホーム
あさひ、朝日町役場政策推進課、朝日町立図書館

（順不同、敬称略）
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　　町政スポット

議
会
町議会６月定例会

　６月５日から11日まで７日間の日
程で、町議会６月定例会が開催され
ました。町政報告等の中から主な内
容をお知らせいたします。

プール開きに大はしゃぎの子どもたち
（７月１日／あさひ保育園）

■
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
当

初
賦
課
状
況

　
５
月
16
日
に
今
年
度
分
の
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
及
び
町
県

民
税
特
別
徴
収
分
の
納
税
通
知
書

を
発
送
し
た
。

　
固
定
資
産
税
の
当
初
賦
課
額
は
、

３
億
４
６
６
万
円
で
前
年
度
比
99
・

55
％
、
１
３
８
万
円
の
減
。
主
な

要
因
は
償
却
資
産
で
設
備
投
資
は

あ
っ
た
も
の
の
、
減
価
償
却
が
大
き

く
、
税
額
で
５
％
、
３
５
０
万
円
の

減
と
な
っ
た
。
家
屋
は
、
新
増
築
に

よ
り
、税
額
で
約
２
０
０
万
円
の
増
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
２
１
２
８
万

円
で
前
年
比
１
０
１・２
％
、
24
万

円
の
増
。
総
課
税
台
数
は
５
１
１
９

台
で
８
台
の
微
増
。
50
㏄
以
下
の

原
動
機
付
自
転
車
が
減
少
し
た
も

の
の
、
消
費
増
税
の
駆
け
込
み
需

要
等
に
よ
り
、
四
輪
乗
用
車
が
増

加
し
て
い
る
。

　
町
県
民
税
特
別
徴
収
分
は
、
前

年
比
８
事
業
所
増
の
８
１
３
事
業

所
を
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て

指
定
し
、
関
係
書
類
を
発
送
し
た
。

■
高
齢
化
率
は
36
・
８
％

　
４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
は
２
８
０
０
人
で
、

高
齢
化
率
は
36
・
８
％
。
県
内
２

位
と
な
っ
て
い
る
。

　
介
護
保
険
認
定
者
数
は
、
５
月

末
現
在
５
４
３
人
で
昨
年
同
期
と

比
較
し
て
16
人
の
増
。
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
増
え

て
お
り
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
者
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

■
将
来
朝
日
町
立
病
院
に
勤
務
す

る
看
護
師
・
薬
剤
師
へ
の
修
学
資

金
貸
与
事
業

　
町
立
病
院
の
看
護
師
、
薬
剤
師

確
保
の
た
め
、
本
制
度
を
25
年
度

か
ら
開
始
し
た
。
今
年
度
は
新
た

に
看
護
師
（
免
許
取
得
予
定
者
）

３
人
へ
の
貸
与
を
決
定
し
た
。

■
あ
さ
ひ
保
育
園
の
園
児
数
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
数

　

４
月
６
日
に
入
園
式
を
挙
行
し

た
。
今
年
度
は
０
歳
児
か
ら
５
歳

児
ま
で
１
４
９
人
が
保
育
園
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
昨
年
当
初
よ
り
13
人
多
い
38

人
が
登
録
。
平
日
利
用
者
は
17
人

程
度
と
な
っ
て
い
る
。

■
朝
日
自
然
観
第
15
期
株
主
総
会

　

５
月
29
日
に
開
催
。
決
算
状

況
で
は
、
ス
キ
ー
場
等
の
入
り
込

み
は
、（
各
種
割
引
企
画
の
拡
大

等
に
よ
り
）
前
年
比
１
２
３
％
の

３
万
２
３
０
０
人
ま
で
伸
び
た
も

の
の
、
夏
の
豪
雨
災
害
に
伴
う

キ
ャ
ン
セ
ル
や
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン

の
団
体
利
用
が
減
少
し
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
た
。
総
売
上
高
は
、

１
億
４
６
８
１
万
円
、
営
業
利
益
は

マ
イ
ナ
ス
４
８
１
万
円
、
当
期
純
利

益
は
マ
イ
ナ
ス
５
７
３
万
円
。

■
25
年
度
町
立
病
院
の
患
者
数

　

入
院
患
者
数
は
前
年
よ
り

４
５
１
人
少
な
い
延
べ
１
万
６
３
９

人
で
、
外
来
患
者
数
は
前
年
よ
り

２
２
０
３
人
少
な
い
３
万
３
１
３

人
。
収
入
は
前
年
よ
り
減
少
し
た

も
の
の
費
用
も
減
少
し
て
お
り
、

25
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
消
費

税
抜
き
の
収
益
的
収
支
差
引
で
、

約
２
０
３
０
万
円
の
黒
字
を
計
上

で
き
る
見
込
み
。

■
今
年
度
の
小
中
学
生
児
童
数

　

今
年
度
の
入
学
式
を
小
学
校
、

中
学
校
と
も
に
４
月
５
日
に
挙
行

し
、
小
学
校
53
人
、
中
学
校
60
人

の
新
入
児
童
・
生
徒
が
元
気
に
学

校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
５
月
１
日
の
学
校
基
本
調
査
で

は
、
小
学
校
は
20
学
級
３
１
０
人

で
児
童
数
は
５
人
の
減
、
中
学
校

は
７
学
級
１
６
７
人
で
生
徒
数
は

15
人
の
減
少
。

町
政
報
告

職種 上級行政 初級行政 初級土木 看護師 薬剤師

採用予定人員 若干名 若干名 若干名 若干名 1人

職務内容 行政事務に従事 土木の技術的業務
に従事

町立病院に勤務し、各試験区分の免許を必
要とする業務に従事

受験資格 昭和 55 年４月２日か
ら平成 5 年４月１日ま
でに生まれた方で、大
学卒業程度の学力を
有する方

昭和 55 年４月２日か
ら平成 9 年４月１日ま
でに生まれた方 (４年
制大学卒業の方は受
験できません )

昭和 55 年４月２日か
ら平成 9 年４月１日ま
でに生まれた方

看護師の免許を有す
る方、または平成 27
年６月まで当該免許を
取得する見込みの方

昭和 50 年４月２日以
降に生まれた方で、薬
剤師の免許を有する
方、または平成 27 年
３月まで当該免許を取
得する見込みの方

試験日程 【一次試験】　教養及び専門試験
　期日…９月21日( 日 )　場所…寒河江市立陵東中学校

【二次試験】…作文、面接試験
　一次試験合格者を対象に後日実施

９月中に作文、面接試験を実施

受験手続 受験申込書等必要書類を揃え、初級および上級行政職、初級土木職は８月 13 日 ( 水 ) まで、
看護師、薬剤師については８月 29 日 ( 金 ) まで役場総務課へ提出。（郵送の場合は同日必着）
※申込書等は役場総務課 ( ２階 ) で直接受け取るか、ホームページからダウンロードしてください。

▶問合せ先　総務課 庶務係☎６７－２１１１

行政職・土木職は34歳まで、薬剤師は39歳まで応募可能。看護師は年齢不問！

町職員採用試験案内平成 27 年 4 月1日付採用

あ な た の 経 験 を ま ち づ く り に

26 年度採用 25 年度採用26 年度採用

村山 彩 
（政策推進課 主事）

菅井 宏支 
（建設水道課 技師）

岡﨑 浩幸 
（総合産業課 主事）

　 統計調査やホーム
ページを担当していま
す。今年３月まで８年間
県外で働いていました。
故郷に戻って改めて感
じる町の魅力。これを
全国へ発信できる仕事
に、喜びを感じています。

　土木工事や住宅改
修補助事業などを担当
しています。道路や橋
梁は仕事の成果が目に
見えるもの。この先何
十年と形が残ることに
責任とやりがいを感じ
ています。

　町の観光ＰＲなどを
担当しています。朝日
町には他にはないイベ
ントや魅力が盛りだく
さん。まずは来ていた
だくきっかけを作り、町
の良さを感じてもらえ
るよう努めています。

～採用は新卒に限りません。民間経験のある職員が語る 仕事と充実感～

【前職：映像制作会社】 【前職：保育士】 【前職：コンクリート会社】
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２
月　
内
陸
循
環
線
促
進
期
成
同
盟
会
が
設
立

３
月　
朝
日
町
総
合
開
発
基
本
構
想
策
定

８
月　
広
域
老
人
ホ
ー
ム
「
明
鏡
荘
」
完
成

11
月　
町
誕
生
20
周
年
記
念
祭
挙
行

　
　
　
町
の
木
に
ブ
ナ
、
町
の
花
に
ヒ
メ
サ
ユ
リ
を
制
定

４
月　
町
内
３
農
協
合
併
。
朝
日
町
農
業
協
同
組
合
誕
生

11
月　
町
民
憲
章
制
定

５
月　
最
上
川
中
流
水
利
事
業
古
槇
工
区
で
ガ
ス
爆
発
事
故

９
月　
朝
日
分
校
独
立
期
成
同
盟
会
設
立

12
月　
小
林
富
蔵
氏
、
第
４
代
町
長
に
就
任

４
月　
朝
日
中
学
校
開
校

４
月　
和
合
に
り
ん
ご
の
中
央
選
果
場
（
写
真
…
①
）、

　
　
　
大
谷
に
ワ
イ
ン
の
一
次
加
工
施
設
が
完
成

６
月　
清
水
工
業
団
地
の
分
譲
が
決
ま
る
（
11
社
）

１
月　
白
倉
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

３
月　
北
部
体
育
館
、
町
民
武
道
館
完
成

７
月　
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
完
成

11
月　
第
１
回
産
業
ま
つ
り
（
写
真
…
②
）

９
月　
朝
日
町
を
会
場
に
県
青
年
大
会
開
催
さ
れ
る

２
月　
西
五
百
川
小
新
校
舎
完
成

４
月　
宮
宿
小
学
校
新
校
舎
完
成

10
月　
大
谷
集
落
排
水
施
設
完
成

４
月　
上
郷
小
学
校
新
校
舎
完
成

５
月　
第
１
回
ワ
イ
ン
ま
つ
り
開
催
（
写
真
…
③
）

12
月　
ロ
ッ
ジ
し
ら
く
ら
オ
ー
プ
ン

６
月　
送
橋
小
学
校
新
校
舎
完
成

８
月　
第
１
回
渓
流
ま
つ
り
開
催

８
月　
第
１
回
最
上
川
激
流
イ
カ
ダ
下
り
大
会
開
催

10
月　
新
五
百
川
橋
完
成

49505152535455565758 年

主
な
出
来
事

昭和 49 年～ 58 年までの主な出来事 町
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

次
々
に
誕
生

　
「
農
工
商
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
」
―
―
。
昭
和
50
年
代
の
広

報
誌
に
は
、
こ
の
表
現
が
よ
く
見

ら
れ
ま
す
。
農
業
・
工
業
・
商
業

の
各
産
業
が
連
携
し
て
町
に
元
気

と
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
そ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　
こ
の
時
代
に
は
、
和
合
に
り
ん

ご
の
選
果
場
、
大
谷
に
ワ
イ
ン
の

一
次
加
工
施
設
等
が
で
き
た
ほ
か
、

町
の
産
業
が
一
堂
に
会
す
る
「
産

業
ま
つ
り
」
や
朝
日
町
ワ
イ
ン
を

楽
し
む
「
ワ
イ
ン

ま
つ
り
」
が
初
め

て
開
か
れ
、「
り
ん

ご
と
ワ
イ
ン
の
里
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
の

ち
に
「
Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ

自
然
観
」
と
し
て

町
観
光
の
大
き
な

柱
と
な
る
「
白
倉

ス
キ
ー
場
」の
オ
ー

プ
ン
や
渓
流
ま
つ

り
が
初
め
て
開
か

町制施行 60 周年を迎える今年度、広報誌では 60 年を 10 年ごとに区切り、各時代の出
来事を 6 回シリーズで振り返ります。第３回は昭和 49 年から 58 年までの 10 年間です。

町報あさひ 第 267 号（昭和54 年 2 月発行）

町報あさひ 第 246 号
（昭和 52 年５月発行）

①完成間もない選果場で働く女性②にぎわう第１回産業まつり（町民体育館）③和合の選果場で開かれた第１回ワインまつり

広
報
誌
で
振
り
返
る
60
年
の
歩
み

昭
和
49
年
～
58
年

第
３
回

生徒数 589 人。創立時の朝日中学校

　昭和 29 年、宮宿町、西五百
川村、大谷村の 1町 2 村を合
併して誕生した朝日町。それか
ら 23 年後の昭和 52 年、今度
は旧町村の 3 中学校が統合し、
朝日中が誕生しました。統合当
時の生徒数は 589 人。現在と
比べて約 3.5 倍の人数でした。
　統合を新 3 年生として迎え
た佐藤欣治さん（前田沢）は、
朝日中の初代卒業生で、現在も
学校の同窓会長を務めていま
す。当時の思い出を次のように

語ってくれました。
　「統合で何よりうれしかった
のは友人が増えたこと。当時は
1学年で 200 人くらいで 5 ク
ラスありましたから。人は人と
影響し合って生きています。統
合によって新しい刺激がたくさ
ん生まれ、学校生活が以前に
も増して楽しくなったような記
憶があります。
　朝日中は朝日町で唯一の中
学校で、我々の年代以降は、中
学校の同級生が朝日町の同級

生です。私たちが朝日中に在籍
したのは 1年だけで正直、同
級生全員を覚えることはできま
せんでしたが、町じゅうの旧友
と会える同級会は今でも楽しみ
です。個性的なクラスメイトや
先生、そして統合などの思い出
話に毎回花が咲きます」

朝日中初代卒業生で
同窓会会長を務める

佐藤 欣治 さん

左荒線街道を巡るレトロバスツアー

れ
た
の
も
こ
の
時
期
。
各
季
節
の

風
物
詩
と
し
て
現
在
も
続
く
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
多
く
が
産
声
を
上
げ

ま
し
た
（
次
頁
年
表
）。

　
近
年
は
「
農
工
商
」
に
「
観
光
」

を
加
え
た
「
農
工
商
観
の
連
携
」

が
、
農
業
の
６
次
産
業
化
と
と
も

に
、
ま
ち
お
こ
し
の
一
つ
の
ブ
ー

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時

代
の
朝
日
町
の
取
り
組
み
は
ま
さ

に
先
駆
的
と
言
え
ま
す
。

新
校
舎
の
建
設
が
相
次
ぐ

　
教
育
面
で
は
学
校
の
新
校
舎
建

設
が
続
き
ま
し
た
。

　
宮
宿
、
西
五
百
川
、
大
谷
の
３

中
学
校
を
統
合
し
て
新
設
さ
れ
た

朝
日
中
の
ほ
か
、
西
五
百
川
小
、

送
橋
小
、
宮
宿
小
、
上
郷
小
と
10

年
間
で
５
校
の
校
舎
が
新
し
く
な

り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
が

飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
左
荒
線
」
と
は
、
現
在
の
Ｊ

Ｒ
左
沢
線
の
左
沢
駅
と
山
形
鉄

道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
荒
砥
駅

間
に
計
画
さ
れ
た
鉄
道
で
す
。

　
敷
設
は
昭
和
２
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
、
昭
和
11
年
に
は
大
谷・

宮
宿
・
大
瀬
の
３
駅
を
設
置
し
、

完
成
を
昭
和
15
年
度
と
す
る
事

業
案
が
示
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

測
量
や
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
日
中
戦
争
、
第
２
次
大
戦
、

そ
し
て
敗
戦
と
激
動
す
る
時
代

の
中
で
、
工
事
が
実
現
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
生
活
の
足
と
な
る
鉄
道
は
地

域
の
未
来
を
大
き
く
左
右
す
る

こ
と
か
ら
、
町
は
戦
後
も
工
事

の
復
活
運
動
を
展
開
。
昭
和
49

年
に
は
国
鉄
左
沢
線
と
長
井

線
、
奥
羽
本
線
の
沿
線
自
治
体

５
市
６
町
で
「
内
陸
循
環
線
促

進
期
成
同
盟
会
」
が
結
成
さ
れ
、

そ
の
後
も
粘
り
強
い
運
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
悲
願
は
叶
わ

ず
、
平
成
８
年
に
運
動
の
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
こ
の
左
沢
～
荒
砥
間

の
ル
ー
ト
は
「
ま
ぼ
ろ
し
の
左

荒
線
街
道
」
と
呼
ば
れ
、
観
光

利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。「
白
鷹・

朝
日
・
大
江
広
域
観
光
推
進
協

議
会
」
で
は
、
こ
の
ル
ー
ト
上

に
あ
る
見
ど
こ
ろ
を
レ
ト
ロ
バ
ス

で
巡
る
ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
５
年
前
か

ら
実
施
。
今
年
も
６
月
～
７
月

の
週
末
に
10
回
催
行
さ
れ
、
利

用
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

「国鉄内陸循環線（左荒線）促進期成同盟会」

～鉄道への夢～
叶わなかった
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消
え
ゆ
く
昔
な
が
ら
の
伝
統
行
事

　
旧
さ
ゆ
り
保
育
園
跡
地
の
町
営
住

宅
建
設
現
場
で
６
月
27
日
、
上
棟
を

祝
う
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
隣
地
に
建

つ
学
童
保
育
施
設
「
り
ん
ご
っ
こ
」

の
子
ど
も
た
ち
が
昔
な
が
ら
の
伝
統

行
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

家
屋
の
建
築
で
、
柱
や
梁
な
ど
の

骨
組
み
を
組
み
立
て
る
「
棟
上
げ
」

が
終
わ
っ
た
あ
と
に
行
わ
れ
る
「
上

棟
式
」
は
、
こ
の
段
階
ま
で
の
工
事

が
終
了
し
た
こ
と
に
感
謝
し
、
建
物

が
無
事
完
成
す
る
こ
と
を
祈
願
す
る

儀
式
。
朝
日
町
で
は
主
に
「
建
前
」

と
呼
ば
れ
、
施
主
や
棟
梁
が
高
い
場

所
か
ら
餅
や
五
円
玉
な
ど
を
ま
く
の

が
一
般
的
で
す
。
20
年
～
30
年
ほ
ど

前
ま
で
は
大
勢
の
人
々
が
集
ま
り
、

餅
や
五
円
玉
を
夢
中
で
拾
う
建
前
の

光
景
が
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
は
行
事
の
簡
素
化
が

進
み
、
こ
う
し
た
慣
習
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
町
の
あ

る
大
工
さ
ん
は
現
状
を
こ
う
話
し
ま

す
。「
近
頃
建
前
を
す
る
の
は
主
に
農

村
部
で
２
世
代
が
同
居
す
る
一
部
の

家
庭
だ
け
。
市
街
地
で
は
も
は
や
な

く
な
っ
た
と
言
い
切
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
建
前
を
知
ら
な
い
子
ど
も
が

増
え
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

初
め
て
の
経
験
に
瞳
キ
ラ
キ
ラ

　

今
回
の
企
画
は
「
り
ん
ご
っ
こ
」

で
子
ど
も
た
ち
を
預
か
る
職
員
が「
子

ど
も
た
ち
に
昔
な
が
ら
の
伝
統
行
事

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
現
場

事
務
所
に
提
案
。
こ
れ
に
工
事
発
注

者
の
町
も
協
力
し
実
現
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
参
加
者
約
20
人
の
う
ち
建

前
の
経
験
が
あ
る
の
は
１
人
だ
け
で
、

初
め
て
の
体
験
に
瞳
を
キ
ラ
キ
ラ
輝

か
せ
る
子
ど
も
た
ち
。
終
了
後
は
興

奮
冷
め
や
ら
ぬ
表
情
で
袋
い
っ
ぱ
い
の

餅
や
お
菓
子
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ワクワク・ドキドキ

初めての

空
か
ら 

お
も
ち
や

お
金
が

ふ
っ
て
き
た

　「家を建てられるということは、お金があり
裕福であるということ。建前で餅や五円玉をま
くことは、お金持ちの家が福をおすそ分けしよ
うとしたことが由来と言われています。餅や五
円玉をたくさん拾った子どもたちのもとにも、
きっと、たくさんの福が
訪れることでしょう」

建前

■現場事務所
金平謙司さん

「福のおすそ分け」が餅まきの由来

１．餅や五円玉、お菓子を夢中になって集め
る子どもたち　２．「たくさん集めたよ！」と
満面の笑顔　３．頭上のもちを必死にキャッ
チ。「空からおもちやお金がふってきた」と感
想を話す子どもも。４．建物には８世帯が入居
する予定。９月19日の完成予定に向け急ピッ
チで工事が進む ５.「ここで仕事しているおじ
さんたちです」。現場作業員との顔合わせも

タテマエ

▼建前を象徴する屋根の吹き流し

１

2

3

4 5

▶金色の折り紙で包まれた
建前の五円玉
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６
15

　北部地区でグラウンドゴルフ愛好会を組織する８地区の交流大
会が６月１５日、秋葉山交遊館で開催されました。
　出場したのは 98 人。梅雨空の合間の爽やかな青空のもと、深
緑の中に鯉のぼりが泳ぐ空間での大会は気持ち良く、プレーも冴
え渡りました。結果は次の通り。【男子の部】①清野銀太郎（大谷五）
②畑俊美（大谷二），③白田詔夫（大谷五）【女子の部】①白田和子（大
谷五）②長岡とよ子（大谷三）③五十嵐ユキ子（舟渡）

深緑と鯉のぼりのもとで親睦を深める

北部グラウンドゴルフ交流大会

　町制施行 60 周年記念事業として６月 28 日、陸上自衛隊第６
音楽隊の「さなぶりコンサート」が創遊館で開催されました。
　第１部では有名な吹奏楽曲を中心に演奏し、第２部ではバン
ド世界一周と題して各国の代表曲をメドレー形式で紹介。ボサ
ノバ風にアレンジした最上川舟歌や Asahi 自然観テーマ曲「北
のハートピア」など、町民にとってなじみのある楽曲もあり、来
場した約 320 人の観客を楽しませていました。

6
28

Asahi 自然観のテーマ曲などで約 320 人が楽しむ

陸上自衛隊第 6 音楽隊さなぶりコンサート

　朝日町制施行 60 周年記念事業の一つ「朝日町健康
まつり」のノルディックウォーキング大会が 6 月29日、
秋葉山交遊館周辺で開催されました。
　心肺機能の強化や血液循環の活性化など、生活習
慣病などの予防に効果があると言われているこの運動
は、フィンランドのクロスカントリースキーチームが
夏場のトレーニングとして始めました。２本のポール
を使って歩くことにより、足や膝への負担が軽減され、
上半身も活発に動かすことができるのが特徴で、い
ま全国でブームになっています。本大会は、これを町
に広く普及させ習慣化につなげようと実施されたもの
で、約 60 人が参加。北部体育館から大谷小学校前を
通り、国道 287 号線へ出て、県道左沢浮島線を回る
緑の田園風景コースを歩きました。
　運動後は「町食生活改善推進協議会（志藤一枝会
長）」の皆さんによるヘルシーメニューとして山菜汁と
ゆかりのおにぎりが振る舞われたほか、秋葉山交遊館
には骨密度測定やスポーツ吹矢コーナーなども設けら
れ、参加者は多方面から健康づくりを学びました。

６
29

健康づくりを多方面から学ぶ

朝日町健康まつり

７
８

　７月８日、講談社「おはなしキャラバン隊｣ のキャラバンカー
が西五百川小学校にやってきました。書籍出版の講談社が創業
90 周年事業として15 年前に始めたこの取り組みは、550 冊の
絵本を積んだ車が１ヵ月ごとに都道府県を移動し、保育園や小学
校、図書館等を巡回するもの。今回の山形県は７回目の訪問で、
児童たちは、おはなし会「ぶなの実」の皆さんによる読み聞かせや、
キャラバンカーを行き来することで、絵本に親しんでいました。

550 冊の絵本を積んだ車がやってきたよ

講談社おはなしキャラバン隊

６
29

　町内で様々な芸術活動を展開するグループ「あとりえマサト」
の創作教室「図工の時間」のキッズクラスとして、6 月 29 日、
創遊館のガラスにお絵描きを楽しむ講座が行われました。
　講師は版画家の三浦典さん（山形市）で、12 組の家族約 40
人が参加。梅雨の「あめふり」をテーマに、自由に雨粒や長靴
など季節にちなんだものを描きました。彩り豊かでかわいらし
い絵は 7 月いっぱいそのままの予定ですのでぜひご覧ください。

あとりえマサトと「図工の時間」キッズクラス

創遊館のガラスにお絵描きしたよ

　町商工会女性部（多田しげ部長）は今年度、全国
の特産グルメ商品を取り寄せて味わうことによって町
特産品の企画や開発につなげようと「朝日町お取り寄
せグルメ学校（通称：おとめ学校）」を開催しています。
　講師は佐藤恒平町情報交流アドバイザーで、年 5
回の開催。佐藤アドバイザーの提案による女学校風の
内容を取り入れた講座が好評で、毎回約 15 人が参加
しています。町商工会事務局の古瀬さおり主任は「楽
しみながら人気商品の秘密を探ることに主題を置きま
した」と好評の理由を話します。
　「四国ふしぎ発見～ゆず香る 6 月の夜会～」を合言
葉に、四国をテーマにした６月 24 日の講座では、高
知県特産のカツオのたたきや同県馬路村特産のゆず
を使った加工品を堪能。同県出身で大船木在住の森
太介さんと愛媛県出身で今平在住の水沼佑太さんが
特別ゲストとして招かれ、四国の食文化を伝えました。

６
24

全国の特産品を取り寄せアイデアを学ぶ

町お取り寄せグルメ学校
（通称：おとめ学校）

▲北部体育館をスタートする参加者
▶「スポーツ吹矢（＝写真）」など会場
には健康づくりに関連したコーナーも

◀昼食は食改の皆さんが用意
してくれたヘルシーメニュー

▶ゲストとして招かれた、高知県出身
の森太介さん（大船木／左）と愛媛
県出身の水沼佑太さん（今平／右）

▲講義を前にして、専用の手帳を手に
取る「学生」の皆さん。　◀今回味わっ
たカツオのたたき。冷凍であるものの、

「とろけるような舌ざわり」とのこと
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12

　
６
月
に
開
催
し
た
空
気
神
社
の
結
婚

式
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
地
域
の
皆
様
の
多

大
な
る
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
、
日
本

中
ど
こ
の
式
場
を
探
し
て
も
見
つ
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
式
を

執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
感
謝
と
幸
せ
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
式
か
ら
早
一
カ
月
。
そ
の
後
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
に
も
取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
（
一
部
は
全
国
版
に
も
）、
な
ん
と

ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
紙
か
ら
も
取
材
を
し

て
も
ら
う
こ
と
に
。同
時
に
、６
月
の「
空

気
に
感
謝
す
る
議
会
」
の
様
子
が
テ
レ

ビ
で
３
回
も
全
国
放
送
さ
れ
る
な
ど
、

朝
日
町
の
名
が
全
国
に
轟
い
た
記
録
的

な
月
と
な
り
ま
し
た
。

　
朝
日
町
は
日
本
に
た
く
さ
ん
あ
る
中

山
間
地
域
の
ひ
と
つ
で
す
。
現
在
、
そ

の
ど
こ
も
が
、
地
域
情
報
の
発
信
に
つ

い
て
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
朝
日
町
が
こ
ん
な
に

も
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
の

は
、
ひ
と
え
に
ニ
ュ
ー
ス
に
し
た
く
な

る
「
個
性
的
な
取
り
組
み
」
を
し
て
い

る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
個
性
的
な

こ
と
を
す
る
と
、
批
判
や
反
対
の
意
見

も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ず
、
躊
躇
し
が

ち
に
な
る
の
は
当
然
の
心
情
で
す
。
で

も
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
る
勇
気
。
現
に
今
回
空
気
を

大
切
に
す
る
町
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

仕
掛
け
た
２
つ
の
取
り
組
み
は
、
全
国

に
知
れ
渡
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
は
、
農
業
系
雑
誌
で
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
発
行
部
数
を
誇
る
「
現
代
農

業
」の
季
刊
誌「
季
刊
地
域
」の
表
紙
を
、

な
ん
と
桃
色
ウ
サ
ヒ
が
飾
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
町
の
個
性
あ
る
取
り
組
み
の
発
信

は
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

桃色ウサヒの「中の人」こと、佐藤恒平町情報交流アドバ
イザーと町地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊員によ
る連載コーナー。日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

「取り組みに個性で勝負できる町」
朝日町情報交流アドバイザー　佐 藤 恒 平 ( 福島県出身）

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
東
北
紀
行

【
会
津
・
置
賜
篇
】　
日
本
奥
地

紀
行
を
歩
く　

  

赤
坂 

憲
雄 

著

　
民
俗
学
者
で
東
北
学
を
提
唱
す
る
著

者
が
、
明
治
初
期
に
東
北
を
旅
し
た
イ

ギ
リ
ス
人
女
性
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の

記
録
「
日
本
奥
地
紀
行
」
の
会
津
と
山

形
を
解
読
。
戊
辰
戦
争
後
の
生
々
し
い

状
況
を
再
現
す
る
。

ユ
ッ
キ
ー
と
と
も
に

最
上 

一
平 

作
／
陣
崎 

草
子 

絵

　
ユ
ッ
キ
ー
は
、
岳
志
が
生
ま
れ
る
前

か
ら
家
に
い
た
犬
。
も
っ
と
散
歩
に
つ

れ
て
い
っ
て
や
れ
ば
よ
か
っ
た
。
大
好

き
だ
っ
た
食
パ
ン
を
も
っ
と
あ
げ
れ
ば

よ
か
っ
た
…
。
死
ん
で
し
ま
っ
た
ユ
ッ

キ
ー
に
罪
滅
ぼ
し
を
す
る
た
め
、
岳
志

が
心
に
決
め
た
こ
と
と
は
―
―
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
八
月
の
六
日
間
／
北
村
薫　
▼
夜

は
終
わ
ら
な
い
／
星
野
智
幸　
▼
ポ

ケ
ッ
ト
に
物
語
を
入
れ
て
／
角
田
光
代

▼
瓜
子
姫
の
艶
文
／
坂
東
眞
砂
子

▼
女
を
観
る
歌
舞
伎
／
酒
井
順
子

▼
ホ
リ
デ
ー
・
イ
ン
／
坂
木
司　
▼
震

災
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
／
阿
部
博
史　
▼

ケ
モ
ノ
の
城
／
誉
田
哲
也　
▼
戌
亥
の

追
風
／
山
本一力　
▼
仮
想
通
貨
革
命

／
野
口
悠
紀
雄　
▼
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
プ

／
マ
イ
ケ
ル
・
モ
ス　
▼
女
の
せ
り
ふ

正
、
女
の
せ
り
ふ　

続
／
伊
藤
雅
子

▼
虚
ろ
な
十
字
架
／
東
野
圭
吾

▼
岳
飛
伝
９
／
北
方
謙
三　
▼
老
い

の
入
舞
い
／
松
井
今
朝
子　
▼
老
い

の
こ
こ
ろ
／
佐
藤
眞
一　
▼
芥
川
症
／

久
坂
部
羊　
▼
金
魚
鉢
の
夏
／
樋
口

有
介
▼
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
シ
ャ
ッ
フ
ル

／
乙
川
優
三
郎　
▼
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム

／
乾
ル
カ　
▼
認
知
症
と
わ
た
し
た

ち
／
朝
日
新
聞
取
材
班　
▼
「
日
中

韓
」
外
交
戦
争
／
読
売
新
聞
政
治
部

▼
紙
つ
な
げ
！
彼
ら
が
本
の
紙
を
造
っ

て
い
る
／
佐
々
涼
子
、「
里
山
を
食
い

も
の
に
し
よ
う
／
和
田
芳
治　
ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

【ブックテーマコーナー】
「第 60 回青少年読書感想文全国コン
クール」の課題図書を読んでみよう

「現代農業」別冊の「季刊地域」
７月５日発売の最新号は椹平の棚
田を守る人たちとウサヒが表紙

７
10

平
成
26
年
度
町
小
学
生
水
泳
記
録
会

５年男子 １位 記録 ２位 ３位
50 ｍ自由形 阿部大介 ( 宮 ) 39 秒７ 松尾直樹 ( 宮 ) 堀　俊介 ( 大 )
50 ｍ平泳ぎ 伊藤大翔 ( 宮 ) 57 秒 1 阿部奨悟 ( 大 ) 阿部柊太 ( 宮 )
50 ｍバタフライ 田中文崇 ( 宮 ) １分 03 秒 1 ー ー
50 ｍ背泳ぎ 阿部凌太 ( 西 ) 52 秒 2 鈴木勝太 ( 大 ) 遠藤亮祐 ( 大 )

５年女子 １位 記録 ２位 ３位
50 ｍ自由形 早坂望未 ( 大 ) 48 秒３ 岡﨑優佳 ( 宮 ) 村山鮎夏 ( 宮 )
50 ｍ平泳ぎ 関根　咲 ( 宮 ) 1分 00 秒 0 長岡光希 ( 西 ) 菅井愛未 ( 宮 )
50 ｍバタフライ 菅井侑理 ( 宮 ) 1分 01秒 0 佐直美羽 ( 宮 ) 鈴木瑞菜 ( 西 )
50 ｍ背泳ぎ 志藤侑可子 ( 大 ) 57 秒 4 遠藤千優 ( 大 ) 鈴木佳乃 ( 西 )

200ｍメドレーリレー １位 記録 ２位 ３位
男子 西五百川 A ３分 10 秒 2 宮宿Ａ 西五百川Ｂ

（西五百川Ａの選手 ･･･ 阿部凌太、海野翼、菊地翔悟、鈴木智也）
女子 大谷 A ３分 06 秒 0 宮宿 A 宮宿Ｂ

（大谷 A の選手 ･･･ 長岡結衣、白田怜蘭、遠藤美翔、志藤百音）

200ｍリレー １位 記録 ２位 ３位
男子 西五百川 A 2 分 43 秒 2 西五百川 B 宮宿 A

（西五百川 A の選手 ･･･ 鈴木智也、菊地翔悟、佐藤瑛吾、阿部崇希）
女子 大谷 A ２分 44 秒 4 宮宿 A 西五百川 A

（大谷 A の選手 ･･･ 長岡結衣、鈴木七海、志藤百音、白田怜蘭）

６年男子 １位 記録 ２位 ３位
50 ｍ自由形 若月琢馬 ( 西 ) 41秒４ 本間秀真 ( 大 ) 布施翔馬 ( 宮 )
50 ｍ平泳ぎ 太田迪喜 ( 宮 ) １分 00 秒 0 長岡諒虎（大） 滝口結斗（宮）
50 ｍバタフライ 菊地翔悟 ( 西 ) 50 秒６ ー ー
50 ｍ背泳ぎ 佐藤瑛吾 ( 西 ) 51秒 5 武田航河 ( 大 ) 鈴木登惟 ( 宮 )
100 ｍ自由形 鈴木智也 ( 西 ) 1分 35 秒 2 阿部大和 ( 宮 ) 鈴木嵩也 ( 西 )
100 ｍ平泳ぎ 海野　翼 ( 西 ) 1分 53 秒 8 堀　如水 ( 大 ) 清野　洵（宮）
100 ｍ背泳ぎ 松尾尚記（宮） 2 分 04 秒 8 ー ー

６年女子 １位 記録 ２位 ３位
50 ｍ自由形 鈴木七海 ( 大 ) 42 秒 2 阿部紗希 ( 西 ) 小林　愛 ( 宮 )
50 ｍ平泳ぎ 志藤七那子 ( 大 ) 53 秒 9 佐藤礼華 ( 宮 ) 関根　萌 ( 宮 )
50 ｍバタフライ 遠藤美翔 ( 大 ) 50 秒 8 白田樺南 ( 大 ) 鈴木愛奈 ( 大 )
50 ｍ背泳ぎ 川村さつき ( 大 ) 54 秒 1 和南城陽奈 ( 宮 ) 堀　愛姫 ( 大 )
100 ｍ自由形 渡辺りりか（宮 ) 1分 27 秒９ 阿部愛実 ( 西 ) ー
100 ｍ平泳ぎ 白田怜蘭 ( 大 ) １分 53 秒 4 佐藤百恵 ( 宮 ) 若月乃朱（西）
100 ｍバタフライ 鈴木満衣 ( 西 ) 2 分 16 秒 5 ー ー
100 ｍ背泳ぎ 長岡結衣 ( 大 ) 1分 51秒 7 ー ー
200 ｍ個人メドレー 志藤百音 ( 大 ) 3 分 53 秒 9 ー ー

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ナ
の
森
（
長
岡
昇
代
表
）」

が
主
催
す
る「
最
上
川
縦
断
カ
ヌ
ー
探
訪
」

が
今
月
26
日
と
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
企
画
は
山
形
県
の
宝
で
あ
る
「
最

上
川
」
と
「
カ
ヌ
ー
」
に
着
目
し
た
地
域

お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、
一

昨
年
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
タ
イ
ム

レ
ー
ス
で
は
な
く
、
景
観
を
楽
し
み
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
下
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
今
回
は
集
中
豪
雨
で
中
止
と
な
っ
た
昨

年
の
「
出
直
し
第
２
回
」
と
し
て
開
催
。

１
日
目
は
当
町
の
雪
谷
を
出
発
し
中
山
町

の
長
崎
大
橋
を
目
指
す
コ
ー
ス
、
２
日
目

は
そ
こ
か
ら
村
山
市
の
碁
点
橋
を
目
指
す

コ
ー
ス
で
、
総
距
離
は
２
日
間
で
48
㎞
。

両
日
と
も
約
５
時
間
で
下
り
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
７
月
10
日
現

在
、
全
国
か
ら
27
艇
（
予
定
数
…
30
艇
）

の
参
加
申
込
み
が
あ
り
、
26
日
に
は
数
多

く
の
カ
ラ
フ
ル
な
艇
が
朝
日
町
を
通
過
し

す
る
予
定
で
す
。

※
最
上
川
が
著
し
く
増
水
し
た
場
合
に
は
、
延
期
や
中

止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

7/26～27開催　第２回 「最上川縦断カヌー探訪」
出直し

当
町
上
郷
出
身　
最
上
一
平
氏
最
新
作
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「ブランド化」と聞いても、人それぞれ抱く意味やイメージは異なります。

でも、こう考えるといいかもしれません。それは「発見されやすさに磨きをかける」です。

商品・会社・お店のいずれも、「ブランド化をしよう」は「発見されやすさを磨こう」という意味。

こう捉えてもらえれば胸にスッと落ちてくる方も少なくないと思います。

情報過多で、目まぐるしく変化する今の世の中、商売を続けていくのは大変です。

数ある選択肢の中から、私たちの商品・会社・お店を選んでもらうのは至難の業。

だから、私たちは「発見されやすさ」を磨いていかなければなりません。

さもなければ、他の商品・会社・お店の中に埋もれてしまいます。

埋もれてしまえば、買っていただくこと・利用していただくことにはつながりません。

ひとつのシンプルな商売の鉄則があります。

それは「知られていないものは、買ってもらえない」ということです。

私の過去の経験からいえば、モノやサービスは知られさえすれば、それなりに売れます。

もしも思ったほどモノやサービスが売れていないならば、それは知られていないだけかも！？

だから、「発見されやすさに磨きをかける」。今、とても大事な商売の発想だと思います。

これは町のブランド化を推進中の朝日町自体にも同じことがいえます。

「町をブランド化する」は、朝日町自体の「発見されやすさ」に磨きをかけることと同じです。

今月の担当…古瀬久美子管理栄養士

ご存知ですか？
食物アレルギーについて

　会社や商店、飲食店や農家の皆さん、ブランド化で売り上げや
利益アップを目指しませんか。村尾氏が役場政策推進課内で各種
ご相談をお受けします。相談料はもちろん無料で何度でもＯＫ。
事前予約は不要ですが、日時を指定したい場合はあらかじめ申込
みください。この先1カ月の開催は右の通りです。

▶申込み・問合せ先　政策推進課　☎６７－２１１２

ブランドづくり相談会

「発見されやすさを磨く」は、

今の時代の大事なお仕事

第３回

日 月 火 水 木 金 土
７/13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 8/1 ２
３ 4 5 6 ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16

連載：あさひまちファンを全国につくっていこう！
　by　 朝日町ブランド化推進プロデューサー　村尾隆介

注）　　　 →終日　　    →午前のみ　　    →午後のみ

ブランド大学開講日→

　
こ
ん
に
ち
は
。
管
理
栄
養
士
の

古
瀬
で
す
。

　
つ
い
こ
の
間
、
お
花
見
だ
ん
ご

を
食
べ
た
と
思
っ
て
い
た
ら
、
水

よ
う
か
ん
や
か
き
氷
が
お
い
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
夏
の
味
覚

を
存
分
に
楽
し
む
た
め
に
も
、
体

調
管
理
に
は
日
頃
か
ら
気
を
つ
け

た
い
も
の
で
す
。

　
日
頃
は
料
理
教
室
や
食
に
関
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
育
成
支

援
、
あ
さ
ひ
保
育
園
の
献
立
作
成

な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
る
私
で
す

が
、
今
回
は
食
に
関
す
る
テ
ー
マ

と
し
て
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
話
を

い
た
し
ま
す
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
特
定
の

食
品
に
よ
っ
て
体
に
起
こ
る
反
応

で
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
呼
吸
困
難

等
の
命
に
か
か
わ
る
症
状
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子

ど
も
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
保
育
園
や
学
校
の
給

食
で
は
最
近
特
に
注
意
が
必
要
で
、

あ
さ
ひ
保
育
園
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
園
児
一
人
一
人
に
対
応
し
た

給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ア
レ

ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
立

案
は
も
ち
ろ
ん
、
原
材
料
の
確
認

や
、ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
二
重
の
チ
ェ
ッ

ク
等
、
よ
り
安
全
に
給
食
を
提
供

で
き
る
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
町
内
各
小
中
学
校
の
給
食

は
、
宮
宿
小
学
校
に
勤
務
す
る
管

理
栄
養
士
の
先
生
が
献
立
を
考
案

し
、保
育
園
と
同
様
に
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
児
童
や
生
徒
の
給
食
は
注

意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
の
食
べ
物
を
食
べ
た

あ
と
に
顔
が
腫
れ
た
り
湿
疹

が
出
た
り
し
た
ら
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
お

子
さ
ん
に
そ
う
し
た
症
状
が

出
た
場
合
は
、
必
ず
専
門
医

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

☎
67-

２
１
１
６

たのしい給食（あさひ保育園）

　最上川を望む高台にある、寄棟造で茅葺の内陸部における上
層農家の建物です。江戸時代、松山藩の飛び地左沢領一石楢
（※）組の大庄屋を務めた佐竹長右衛門家が、米沢藩から最上
川舟運の通船差配役に任ぜられ、夏草に新宅を構えましたが、
元文 4年（1739）火災に遭い焼失し、その後建て直されたも
ので、保存もよく貴重な民家です。　　※現在の常盤区の一部

朝
日
町

探訪化財文
あさひまちおたからたんぼう

佐竹家住宅第２回
（建造物／昭和44年指定）

国指定重文

　傷みやすい茅葺屋根は毎年修理が必要なんだ
けど、それを手掛けているのは、常盤に住む白田
吉蔵さん（82）。今となっては西村山地域に８人
しかいない貴重な茅葺職人の一人なんだ。
　作業は毎年８月上旬頃行われてるよ。興味の
ある人は教育文化課（☎ 67-2118）へ問合せてね。

◆文化財を守る町唯一の茅
かや

葺
ぶき

職人
ウサヒの眼

会社やお店、農家等のための
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６月１日～６月 30 日届出

保護者名性別
すこやかに

区　名 出生児氏名

大　町　　安　藤　來
ら

　々
ら
　　女　　友哉・沙樹

Births

人口と世帯数Population
●平成２6年　６月３0日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ７，６１３ 人 (－　5)
　　　男 ３，７６0 人 (－   ２)

　　女 ３，８５3 人 (－   ３)
　世帯数 ２，４９１ 世帯 (＋   ４)

------ ６月中の異動 ------
出生 　  １人 　 転入 １３人
死亡　 　６人    転出 １３人

※（　）内は先月比

区　名 死亡者氏名

大谷五　　　長　岡　四　郎　　　重　則
本　町　　　大　井　と　ら　　　惠　子
送　橋　　　渡　邉　モ　ト　　　健　一
栗木沢　　　遠　藤　伊勢吉　　　とよゑ
新　宿　　　安　藤　●はる　　　清　一

やすらかにObituaries
世帯主名

掲載を希望しない場合は

届け出の際にお申し付けください

　このほど町広報委員会の委員に次の６人を
委嘱しました。今年度から２年間、広報誌を
はじめとした町の広報事業等に対する意見を
いただきます。

広報委員長　長岡　信悦 ( 常　盤 )
同副委員長　白川　広之 ( 松　程 )

　　広報委員　　鈴木　　聡 ( 本　町 )
　　　　　　川越めぐみ ( 緑　町 )
　　　　　　遠藤富美子 ( 大暮山 )

安藤　尚之（真　中）

町広報委員会の委員に６人を委嘱

みなさんからのおたよりなどでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などをお寄せください。
無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

〒 990-1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　　　　　　　 朝日町役場 政策推進課 地域情報係☎ 67-2112
　　　　　　　メール／ inform@town.asahi.yamagata.jp

場
の
総
合
窓
口
で
は
、
場
合
に

よ
っ
て
５
時
以
降
も
証
明
書
を

交
付
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
ね
。

　
で
も
、
こ
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
広
く

周
知
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【「
町
長
と
語
ろ
う
」
で
の
意
見
】

合
窓
口
で
は
こ
れ
ま
で
、
事
前

に
電
話
を
い
た
だ
い
た
方
に
限

り
、
平
日
の
時
間
外
（
午
後
５
時
15

分
以
降
）
も
証
明
書
を
交
付
し
て
い

ま
し
た
が
、
ご
指
摘
通
り
周
知
が
十

分
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
ご
意
見
な
ど
を
受
け
、
町

で
は
時
間
外
の
証
明
書
交
付
体
制
の

見
直
し
を
実
施
。
８
月
か
ら
毎
週
月

曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
翌

日
）
を
窓
口
延
長
日
と
し
、
午
後
７

時
ま
で
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
証
明
書
は
ご
本
人
以
外
で
も
同
じ

世
帯
の
方
な
ど
で
あ
れ
ば
委
任
状
な

し
で
発
行
で
き
る
も
の
や
、
委
任
状

が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

一
部
発
行
で
き
な
い
証
明
書
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
来
庁
者
の
本
人
確
認
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
運
転

免
許
証
や
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
、

公
的
機
関
発
行
の
証
明
書
な
ど
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

【
主
な
交
付
対
象
の
証
明
書
】

①
戸
籍
謄
本
、
抄
本

②
住
民
票
謄
本
、
抄
本

③
印
鑑
証
明
書

　
※
登
録
は
で
き
ま
せ
ん

④
所
得
・
課
税
・
納
税
各
証
明
書

　
軽
自
動
車
納
税
証
明
書
（
車
検
用
）

　

周
知
に
関
し
て
は
、
今
後
当
面
の

間
お
知
ら
せ
板
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

制
度
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
税
務
町
民
課 

戸
籍
年
金
係

☎
67-

２
１
１
９

役総
８
月
か
ら
毎
週
月
曜
日
、
役
場
総
合
窓
口
を

７
時
ま
で
延
長
し
証
明
書
を
交
付
し
ま
す

■
第
20
回
西
村
山
陸
上
競
技
選
手

権
大
会(

６
月
８
日
／
寒
河
江
高

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【
小
学
生
男
子
の
部
】

４
位
…
５
年
１
０
０
ｍ 

阿
部
奨
悟

（
大
谷
）　
６
位
…
６
年
１
０
０
ｍ 

松
田
周
平
（
大
谷
）

【
小
学
生
女
子
の
部
】

１
位
…
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル 

志
藤
百
音

（
大
谷
）、
走
高
跳 

阿
部
花
穏
（
宮

宿
）、
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー 

大

谷
風
神
（
鈴
木
七
海
、
白
田
怜
蘭
、

志
藤
侑
可
子
、
志
藤
百
音
＝
写
真

◀
）　
３
位
…
６
年
１
０
０
ｍ 

白

田
怜
蘭
（
大
谷
）、
走
幅
跳 

志
藤

侑
可
子
（
大
谷
）　
４
位
…
８
０
０

ｍ 

関
根 

萌
（
宮
宿
） ５
位
…
走
幅

跳 

佐
藤
祐
里
（
宮
宿
）

■
西
村
山
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
６
月
14
日
～
15
日
）
…
★
印
は

県
大
会
出
場

【
団
体
戦
】

１
位
…
剣
道
男
子
★
、
剣
道
女
子
★

２
位
…
柔
道
女
子
★

３
位
…
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
、

卓
球
男
子
、卓
球
女
子
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

【
個
人
戦
】

１
位
…
柔
道
女
子
40
キ
ロ
級　

佐
藤
綾
子
★
、
柔
道
女　

44
キ

ロ
級　

朽
木 

叶
★
、
柔
道
女
子

63
キ
ロ
級　
佐
藤
和
夏
子
★
、
柔

道
男
子
50
キ
ロ
級　

朽
木
大
輔

★
、
剣
道
女
子　

岩
澤
芽
衣
★

２
位
…
柔
道
男
子
50
キ
ロ
級　
村
山

朝
師
、
剣
道
男
子　
布
施
秀
次
★
、

剣
道
女
子　
川
村
優
貴
乃
★　
３
位

…
柔
道
女
子
48
キ
ロ
級　
鈴
木
新

菜
、
柔
道
男
子
55
キ
ロ
級　
阿
部

大
悟
、
剣
道
女
子　
菅
井
茉
衣
★
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
（
阿
部
竜
大
・

鈴
木
雅
人
組
）★
県
大
会
出
場
…
剣

道
女
子　
菅
井
芽
衣
★
、
剣
道
男

子　
佐
藤
耕
雄
★
、
志
藤
康
平
★

■
西
村
山
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

（
６
月
24
日
～
25
日
／
天
童
市
）

【
男
子
の
部
】

２
位
…
１
年
１
５
０
０ｍ 

鈴
木
澪
弥

★　
３
位
…
４
０
０
ｍ 

布
施
秀
次

４
位
…
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

布

施
秀
次
、
４
０
０
ｍ 

阿
部
竜
大

５
位
…
１
年
１
０
０
ｍ 

鈴
木
澪
弥
、

８
０
０
ｍ 

千
葉
隆
一朗
、
３
０
０
０

ｍ 

佐
竹
尚
哉　
６
位
…
走
幅
跳 

阿

部
竜
大
、
走
高
跳 

菊
地
哲
平

【
女
子
の
部
】
２
位
…
８
０
０
ｍ 

菅

井
志
保
★
、
砲
丸
投 

海
野
美
乃
里

★
、
走
幅
跳 

若
月
麻
未
★　
３
位

…
２
０
０ｍ 

大
竹
紀
香
、
４
０
０ｍ

リ
レ
ー
（
白
田
瑠
莉
・
布
施
美
咲
・

澤
田
美
咲
・
長
岡
桜
子
）
４
位
…

１
年
１
０
０
ｍ 

澤
田
美
咲
、
２・３

年
１
５
０
０
ｍ 

佐
竹
結
衣
★
、
走

高
跳 

川
村
優
貴
乃　
５
位
…
３
年

１
０
０
ｍ 

大
竹
紀
香
、
８
０
０
ｍ 

佐
竹
結
衣
、
６
位
…
３
年
１
０
０
ｍ 

若
月
麻
未
、
２
年
１
０
０
ｍ 

布
施

美
咲
、
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル 

布
施

美
咲
、
砲
丸
投 

小
原
あ
す
か

■
第
36
回
朝
日
町
長
杯
争
奪
剣
道

錬
成
大
会
【
小
学
生
の
部
】

（
６
月
28
日
／
町
民
体
育
館
、
出

場
87
チ
ー
ム
）

▼
高
学
年
の
部　
３
位
…
宮
宿
剣

道
ス
ポ
少
（
＝
写
真
◀
）

各
種
大
会
の
成
績

400 ｍリレーで優勝した大谷風神チームのメンバー

３位に入賞した宮宿剣道スポ少



　
「
昔
か
ら
和
裁
と
か
箕み

作
り

と
か
得
意
で
手
先
は
器
用
な

方
だ
っ
た
か
な
」
―
―
。
こ
う

語
る
渡
邉
き
よ
江
さ
ん
。
15

年
前
、
水
本
か
ら
転
居
し
た

の
を
機
に
、
い
も
が
わ
温
泉

の
「
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン

タ
ー
」
の
民
芸
部
に
通
う
よ

う
に
な
り
、
結
束
バ
ン
ド
を

使
っ
た
民
芸
品
づ
く
り
を
始

め
ま
し
た
。

　

80
歳
目
前
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
が
、
持
ち
前
の
器

用
さ
と
熱
心
さ
で
基
本
を
す

ぐ
さ
ま
マ
ス
タ
ー
。
ハ
ケ
ゴ

（
野
菜
や
果
物
の
収
穫
な
ど
に

使
う
カ
ゴ
）
か
ら
バ
ッ
グ
、
各

種
小
物
入
れ
な
ど
ま
で
、
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
作
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
教

わ
る
側
」
か
ら
「
教
え
る
側
」

へ
。
立
場
も
あ
っ
と
い
う
間
に

変
わ
り
ま
し
た
。

　

図
柄
や
形
は
頭
の
中
で
イ

メ
ー
ジ
し
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の

は
設
計
図
な
し
で
制
作
。「
簡

単
な
手
提
げ
バ
ッ
グ
な
ら
、

昔
は
２
日
も
あ
れ
ば
で
き
た

か
な
」と
い
う
ほ
ど
の
早
さ
で
、

な
お
か
つ
「
一
つ
一
つ
き
ち
ん

と
仕
上
げ
な
い
と
納
得
い
か

な
い
ん
だ
な
」
と
い
う
ほ
ど

の
こ
だ
わ
り
派
。
そ
の
技
術

は
90
歳
を
超
え
た
今
で
も
健

在
で
、
友
人
や
親
類
か
ら
制

作
依
頼
を
受
け
る
そ
う
で
す
。

「
こ
の
年
に
な
っ
て
人
か
ら
お

願
い
さ
れ
る
の
は
本
当
に
幸

せ
な
こ
と
。
で
も
、
贈
っ
た
人

が
実
際
に
使
っ
て
く
れ
て
い
る

の
を
見
る
と
、
も
っ
と
う
れ
し

い
ね
」と
笑
顔
を
浮
か
べ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
手
が
け
た
作
品

は
１
０
０
点
以
上
で
、「
最
近

は
青
と
か
緑
と
か
明
る
い
色

よ
り
も
茶
色
や
ベ
ー
ジ
ュ
、
黒

と
か
、
落
ち
着
い
た
色
の
方

が
好
ま
れ
る
ね
」
と
流
行
に

も
気
を
配
り
ま
す
。「
こ
こ
ま

で
元
気
で
い
ら
れ
る
の
は
こ
の

手
作
業
の
お
か
げ
。
昔
ほ
ど

早
く
作
れ
な
く
な
っ
た
け
ど
、

で
き
る
限
り
い
い
も
の
を
作

り
続
け
て
い
き
た
い
ね
」。
渡

邉
さ
ん
の
活
動
は
ま
だ
ま
だ

続
き
ま
す
。

渡
邉 

き
よ
江 

さ
ん
（
緑
町
／
93
歳
）

80
歳
目
前
か
ら
始
め
た

民
芸
品
づ
く
り
は
今
も
現
役

　
「
夢
」
を
テ
ー
マ
し
た
今
回
の
特
集
。
実

際
に
夢
を
叶
え
た
４
人
の
方
々
の
言
葉
は

共
感
す
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

早
い
段
階
か
ら
夢
を
見
つ
け
て
い
た
樋

口
さ
ん
や
安
藤
さ
ん
と
違
っ
て
、
将
来
の
こ

と
を
あ
ま
り
深
く
考
え
な
か
っ
た
学
生
時

代
の
自
分
。
た
だ
何
と
な
く
毎
日
を
過
ご

し
て
い
た
自
分
に
と
っ
て
、
夢
や
目
標
が
見

つ
か
る
ま
で
の
時
間
の
大
切
さ
を
伝
え
る

姉
崎
さ
ん
や
遠
藤
さ
ん
の
言
葉
は
と
て
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
時
間
を「
潰
す
」こ
と
は
英
語
で「kill（
殺

す
）」
と
い
う
単
語
を
使
う
そ
う
で
す
。「
物

騒
な
言
い
回
し
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
時
間

は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
」
―
―
。
町
ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
村
尾
隆
介
氏
は
あ
る
著
書
の
中
で

こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。「
時
は
金
な
り
。」
こ

れ
を
読
ん
で
、
学
生
時
代
の
自
分
を
悔
い

る
と
と
も
に
、
自
分
の
子
ど
も
に
は
同
じ
こ

と
を
さ
せ
る
ま
い
と
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
特
集
企
画
で
は
２
人
の
中
学
生

に
同
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
材
で

感
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
く
れ
た
９
ペ
ー

ジ
の
感
想
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

佐
久
間　
淳

時は金なり
Time is Money

春夏秋冬
編集後記


